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災
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ィ
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害
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け
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う
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社会福祉協議会重点目標　安心して暮らせる地域づくり

開

　
会

　
式

パ
ネ
ル
展
示

非
常
食
体
験

新
聞
紙
で
ス
リ
ッ
パ
作
成
体
験

ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
体
験

ゴ
ミ
袋
で
カ
ッ
パ
作
成
体
験

防
災
ア
ク
モ
キ
ャ
ン
ド
ル

避
難
所
体
操
体
験

新
聞
紙
で
紙
皿
作
成
体
験

おいしくて、星３つです

５人乗っても大丈夫本日のベストドレッサー

紙皿を使って　
いただきました
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社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

福
祉
・
防
災
フ
ェ
ス
抽
選
会

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
体
験
・
ク
イ
ズ

災
害
時
手
話
体
験

車
イ
ス
体
験

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

消
防
車
と
綱
引
き

操
法
訓
練
披
露

水
消
火
器
体
験

消
防
ホ
ー
ス
手
広
め
体
験

防
火
服
体
験

上遠野町長も救命体験を

力を合わせて、ソーレ

初めての手話体験

ＮＰＯコモンズの方と寺門
会長（右側）　　　　　　

町消防団第４分団（上入野地区）の勇姿

 狙いを定めて消火！ホースが真っ直ぐ広がるように防火服を着てハイチーズ
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９
月
19
日（
月
）午
前
９
時
30

分
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
城
里
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
城

里
町
敬
老
会
・
金
婚
式
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
雨

模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
沢
山
の

方
々
が
式
典
に
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　
初
め
に
主
催
者
で
あ
る
上
遠

野
町
長
よ
り
「
現
在
の
私
達
が

安
心
・
安
全
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
、
厳
し
い
時

代
を
力
強
く
生
き
抜
い
て
き
た

皆
様
の
お
蔭
で
す
。
心
よ
り
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
こ
れ

か
ら
も
お
健
や
か
に
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
式
典
に
出
席
さ
れ
た

金
婚
者
の
代
表
者
に
賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

来
賓
の
小
林
町
議
会
議
長
、
川

津
県
議
会
副
議
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
、
橋
本
県
知
事

の
挨
拶
文
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
金
婚
者
を
代
表
し
て
興

野
一
秀
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
小
林

　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
長
の

　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会
の
言

　
　
　
　
　
　
　
　
葉
で
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
は
終
了
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
後
半
の
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ラ
ク
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
ョ
ン
の
部

に
入
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
プ
ロ
の
も
の
ま
ね
歌

手
美
空
こ
て
じ
さ
ん
が
、
一
人

で
カ
ラ
オ
ケ
の
機
械
を
操
作
し

変
装
し
な
が
ら
、
時
に
笑
い
を

交
え
て
15
曲
を
歌
い
あ
げ
ま
し

た
。
次
に
青
山
太
鼓
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
４
人
に
よ
る
演
奏
が

あ
り
ま
し
た
。
力
強
く
、
そ
れ

で
い
て
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
会
場

の
人
達
に
太
鼓
の
素
晴
ら
し
さ

を
届
け
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
に
感
想
を
伺

っ
た
と
こ
ろ
「
か
ら
だ
が
動
く

う
ち
は
せ
め
て
人
様
の
世
話
に

な
ら
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

今
日
は
お
祝
い
を
し
て
も
ら
え

て
と
て
も
嬉
し
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
満
足
気
に
帰
っ
て
行
き
ま

し
た
。

 大山 登・サタ子 夫妻（石塚）  大畠 和良・宏美 夫妻（石塚）  石原 正敏・悦子 夫妻（石塚）

　結婚50年、長いようで過ぎ
てみればあっという間。夫婦
の証として３人の子、７人の
孫を得、各々の成長を見守っ
ている。共に誠実さだけは守
り、無事夫婦の節目に到達出
来た。互いに伴侶に感謝です。

　家族や友人、地域の人々に
支えられ、金婚式を無事迎え
ることが出来ましたこと、心
より感謝しております。これ
からも健康に気をつけ、助け
合いながら楽しい人生を送り
たいと思います。

　50年、大きな病気もせず、
健康でこられたこと、金婚式
を迎えられてとても幸福に思
っております。これからも今
まで同様毎日を楽しく過ごし
て、いきたいと思います。

　健やかで仲睦まじく寄り添い歩んで来られた結婚50年の日々、
これからも笑顔に満ちた日々でありますよう、お祝い申しあげます。

青山太鼓保存会の皆さん
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 坂本 松雄・功子 夫妻（那珂西）

　結婚して50年を迎える事が出
来た事、２人の御先祖さまに深
く感謝しております。これから
も子々孫々に致るまで見守って
下さいね。波乱万丈の人生だっ
たけれど、これからも助け合っ
て、歩んで行こうと思っており
ます。本日は誠に有りがとう御
座居ました。

米本 繁雄・和子 夫妻（那珂西）

　この度金婚式を迎える事が
出来ました事は、家族や周り
の皆様方の支えによるものと
感謝の気持ちで一杯です。
　これからも健康に気を付け
て穏やかな日々を過ごしたい
と願っております。

 茂木 忠勝・エツ 夫妻（磯野）

　此の度金婚式を迎える事が
出来感無量です。これもひと
えにこれまで支えてくれた方
々のお陰と感謝しております。
これからは健康に留意し、一
日一日を楽しく穏やかに過ご
したいと思っております。

 所 要三・紀子 夫妻（下青山）

　無事に金婚式を迎えられた
ことを嬉しく思います。この
50年、長い様で短い年月でし
た。友人や家族の温かな支え
があってこそと深く感謝して
おります。今後も元気で楽し
い人生を送りたいと思います。

 永山 　男・絹江 夫妻（小坂）

　平坦な道のりの50年ではあ
りませんでしたが、その時々
の事に触れる毎に、社会の多
くの人達に御支援をいただき、
金婚を迎えることが出来たこ
とに感謝しております。今後
健康で生活出来れば幸いに思
います。

清水 春生・　江 夫妻（上古内）

　「結婚、50年」いろいろあり
ましたが、無事今日を迎える
事が出来ました。
　これもひとえに社会の皆様
のご協力あっての事と感謝し
て居ります。
　今後もお互いに趣味三昧で
生きたいと思います。

 興野 一秀・正江 夫妻（上圷）

　喜びも、悲しみも、苦しみ
も支えあいながら乗り越え、
念願だった「金婚式」を揃って
迎えられ、これ以上の喜びは
ありません。
　残された日々、共に助け合
いながら健康で明るく暮らせ
ますよう願って居ります。

 仲田 高明・昭子 夫妻（御前山）

　あれから50年、色々な事が
ありましたが、健康でこの日
を迎える事が出来ました。皆
様に感謝です。これから先も、
お互いを思いやり、寄りそっ
て、心豊かに一日一日を大切
に過ごして、いこうと思いま
す。

 仲田 澄雄・悦子 夫妻（塩子）

　この度、金婚式を迎えられ
た事は、家族や地域の皆様そ
して友人達のお陰だと心より
感謝しております。
　今後も健康に気をつけて楽
しく人生を全うしたいと願っ
ております。また平和な世の
中をお祈りしてます。
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持ちつ持たれつ
　　　の心意気で

　
買
物
や
病
院
に
行
き
た
い
け

ど
車
が
な
い
、
な
ど
と
お
困
り

の
要
支
援
、
要
介
護
認
定
者
お

よ
び
身
体
障
が
い
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
を
お
手
伝
い
し
よ
う

と
、平
成
８
年
に
開
始
し
た『
福

祉
有
償
移
送
サ
ー
ビ
ス
』事
業
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
た
ち
か

ら
は
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
福
祉
有
償
移
送
サ

ー
ビ
ス
事
業
の
協
力
会
員
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
協
力
会
員
の
方
々
の
職
業
は

ま
ち
ま
ち
で
、
自
営
業
や
農
業

の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
全
員
が

『
移
動
サ
ー
ビ
ス
運
転
者
認
定
講

習
会
』を
受
講
し
、福
祉
移
動
に

か
か
わ
る
知
識
や
心
が
ま
え
を

身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
病
院
へ

の
送
迎
で
は
、
診
察
終
了
ま
で

待
合
室
で
待
つ
こ
と
も
あ
る
と

い
い
ま
す
。
そ
し
て
手
荷
物
の

持
ち
運
び
も
。
利
用
会
員
さ
ん

の
中
に
は
、「
ぜ
ひ
、
あ
の
人
に

お
願
い
し
た
い
」
と
協
力
会
員

を
指
名
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

　
あ
る
協
力
会
員
は
、「
利
用
者

さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
は
と

て
も
嬉
し
い
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。
利
用
会
員
さ
ん
と
の
車

中
で
の
会
話
は
と
て
も
勉
強
に

な
る
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
協
力
会
員
の
方
々
に
、
こ
の

事
業
に
参
加
し
た
動
機
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
あ
る
会
員
は
「
自

分
も
間
も
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
側
に
な
る
。
し
か
し
今

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
そ
の
幸
せ
を
実
感
し
て
い

る
」
と
感
慨
深
げ
で
し
た
。
ま

た
あ
る
会
員
は
、「
母
が
体
調
を

崩
し
た
と
き
、
私
も
妻
も
働
い

て
い
た
の
で
送
迎
に
苦
労
し
た
。

そ
の
経
験
が
こ
の
事
業
に
加
わ

っ
た
動
機
だ
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。「
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の

精
神
だ
よ
な
ぁ
」
と
い
う
協
力

会
員
の
言
葉
に
み
な
さ
ん
は
深

く
う
な
ず
き
合
い
ま
し
た
。「
お

年
寄
り
が
元
気
な
町
は
い
い
町

だ
。
そ
の
な
か
に
自
分
が
い
る

と
思
う
と
嬉
し
い
」
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
『
福
祉
有
償
移
送
サ
ー

ビ
ス
』
は
、
町
外
へ
行
く
と
き

も
利
用
が
で
き
ま
す
。
協
力
会

員
の
方
々
は
、
多
く
の
町
民
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
口
を
そ

ろ
え
て
い
ま
し
た
。

　
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

社
協
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

【
連
絡
先
】

　
　
０
２
９（
２
８
９
）７
０
１
３

　
協
力
会
員
に
な
る
為
に
は
、
移

動
サ
ー
ビ
ス
運
転
者
認
定
講
習
会

を
受
講
い
た
だ
き
ま
す
。

　
10
月
11
日
（
火
）
か
ら
12
日

（
水
）と
、
つ
く
し
作
業
所
の
研

修
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
千
葉
方
面
は
今
回
初
め
て
で
、

１
日
目
に
成
田
空
港
を
見
学
し

ま
し
た
。
空
港
の
中
に
は
展
望

デ
ッ
キ
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

飛
行
機
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
次
に
ホ
テ
ル
に
向
か
い
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
に
は
色
々
な
国
の

方
々
を
は
じ
め
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

・
客
室
乗
務
員
の
方
な
ど
飛
行

機
に
関
係
が
あ
る
人
が
多
か
っ

た
で
す
。

　
２
日
目
は
、「
ひ
こ
う
き
の
丘
」

へ
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
空
港

の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
頭
上
を

飛
行
機
が
通
過
し
て
い
く
の
が

す
ぐ
そ
ば
に
見
え
、
着
陸
と
離

陸
を
望
め
る
所
で
す
。
い
つ
ま

で
も
見
て
い
た
い
場
所
で
し
た
。

そ
し
て
、
い
つ
か
飛
行
機
に
乗

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
次
は
、
成
田
山
新
勝
寺
に
行

き
ま
し
た
。
こ
こ
も
海
外
の
方

が
多
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ

り
大
本
堂
ま
で
上
が
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
寺
は
、
悪
い
気

持
ち
を
流
し
て
く
れ
る
よ
う
で
、

建
物
に
も
日
本
の
歴
史
が
感
じ

ら
れ
る
の
で
、
海
外
の
方
に
人

気
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
海
外
の
方
を
多
く

見
か
け
た
旅
行
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

旅
を
通
し
て
知
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
　
　
　
　（
加
藤
直
）

（左から）杉本さん、寺門さん、飯村さん、関根さん、八田さん

持ちつ持たれつ
　　　の心意気で

 成田空港でハイチーズ！
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し
ろ
さ
と

日
常
生
活 

　
　
　

　 

自
立
支
援
事
業

サ
ロ
ン
北
方  

　
桂
地
区
サ
ロ
ン
北
方
の
活
動

は
、
高
年
者
ク
ラ
ブ
立
ち
上
げ

型
で
開
始
し
、
今
年
で
８
年
目

を
迎
え
ま
す
。
現
在
で
は
35
名

の
方
が
登
録
さ
れ
、
毎
回
25
人

程
の
方
が
参
加
し
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
北
方
地
区
に
は
、

地
域
の
方
々
が
集
ま
る「
交
流
の

場
」は
無
く
、触
れ
合
う
機
会
も

殆
ん
ど
無
い
状
態
で
し
た
。

　
サ
ロ
ン
北
方
を
開
始
し
た
当

初
、月
１
回
の
開
催
で
し
た
が
、

現
在
で
は
参
加
者
の
要
望
に
よ

り
、月
２
回
、北
方
営
農
研
修
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

開
始
時
間
は
９
時
30
分
で
す
が
、

９
時
に
は
殆
ん
ど
の
方
が
集
合

し
、
ご
夫
婦
で
参
加
さ
れ
て
い

る
方
も
４
組
い
ま
す
。

　
開
始
時
間
に
な
る
と
指
導
士

号
令
の
下
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
を
説
明
に
従
っ
て
行
い

ま
す
。結
構
ハ
ー
ド
な
体
操
で
、

１
時
間
経
過
す
る
頃
に
は
徐
々

に
汗
を
掻
き
、
体
全
体
が
柔
ら

か
く
な
っ
て
来
ま
す
。
こ
こ
で

水
分
補
給
と
ひ
と
休
憩
で
す
。

10
分
程
休
む
と
後
半
の
体
操
が

始
ま
り
ま
す
。
最
後
に
大
き
な

声
を
出
し
、
嚥
下
体
操
を
行
っ

て
11
時
頃
に
終
了
し
ま
す
。

　
こ
の
後
は
皆
さ
ん
が
持
参
し

た
漬
物
、
地
区
よ
り
用
意
さ
れ

た
茶
菓
子
を
頂
き
な
が
ら
「
お

し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
」
で
す
。
こ

れ
が
一
番
楽
し
い
時
間
で
す
。

　
ま
た
笠
間
警
察
署
に
よ
る
詐

欺
防
止
講
習
会
、
自
転
車
運
転

マ
ナ
ー
講
習
会
な
ど
も
開
催
し
、

被
害
や
事
故
に
遭
わ
ぬ
た
め
の

講
習
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
活
動
以
外
で
は
、
年

に
１
回
の
旅
行
。
月
２
回
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
28
年
９
月
27
日（
火
）那

珂
市
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

に
お
い
て
、
い
ば
ら
き
赤
い
羽

根
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
が
開

催
さ
れ
、
募
金
活
動
に
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
中
央
共

同
募
金
会
の
阿
部
陽
一
郎
事
務

局
長
が
、
募
金
開
始
か
ら
70
年

の
活
動
状
況
や
特
に
「
地
域
を

つ
く
る
市
民
を
応
援
す
る
共
同

募
金
」
活
動
の
必
要
性
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
活
動
報
告
で

は
、
地
域
の
子
供
を
守
り
支
え

る
活
動
や
認
知
症
支
援
、
学
習

支
援
事
業
等
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
も
10
月
か
ら
12
月
が
共

同
募
金
運
動
の
期
間
と
な
り
ま

す
。

　
城
里
町
の
地
域
福
祉
向
上
に

つ
な
が
る
運
動
と
な
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
日
常
生
活
を
過
ご
し
て
い
く

中
で
、
判
断
に
不
安
を
か
か
え

る
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
が
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
関
す
る
手
続
き
や
毎
日

の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
金
銭

管
理
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
切
な
印
鑑
や
証
書

な
ど
を
安
全
な
場
所
で
お
預
か

り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
か
か
わ
る
専
門

員
が
、
ご
本
人
の
意
向
を
も
と

に
適
正
な
支
援
計
画
を
作
成
し
、

利
用
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り

な
が
ら
支
援
し
、
生
活
支
援
員

が
定
期
的
に
利
用
者
の
と
こ
ろ

に
お
伺
い
し
て
、
預
貯
金
の
出

し
入
れ
や
生
活
に
必
要
な
費
用

の
お
支
払
を
代
行
し
ま
す
。

※
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用

料
金
が
か
か
り
ま
す
。
詳
細
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会

 
　
０
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茨
城
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

「
い
せ
き
ぴ
あ
茨
城
」が
平
成
28
年

７
月
26
日（
火
）に
旧
北
方
小
学
校

内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　「
埋
蔵
文
化
財
」と
は
、
土
の
中

に
埋
も
れ
て
い
た
文
化
的
な
財
産

で
、「
遺
跡
」や「
遺
物
」な
ど
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ら
の
貴
重
な

品
を
保
存
・
活
用
し
、
将
来
に
伝

え
て
い
き
ま
す
。
１
階
の
展
示
室

で
は
土
器
や
石
器
、
埴
輪
な
ど
が

時
代
別
に
展
示
し
て
あ
り
、
特
に

那
珂
西
か
ら
出
土
し
た
大
き
な
壼

型
土
器
が
目
を
ひ
き
ま
す
。
ま
た

勾
玉
づ
く
り
な
ど
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
。
２
階
で
は
遺
物
の

修
復
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
開
館
時
間
は
９
時
か
ら
17
時（
入
館

は
16
時
30
分
ま
で
。）土
・
日
曜
日
・
祝
日

は
休
館
。
入
場
は
無
料
。

場
　
所
　
城
里
町
北
方
１
４
８
１

  

　
０
２
９（
２
８
９
）３
３
０
０

し
ろ
さ
と

「
い
せ
き
ぴ
あ
茨
城
」

「
い
せ
き
ぴ
あ
茨
城
」

共
同
募
金
運
動
へ
の  

　
　  

協
力
に
つ
い
て

日
常
生
活 

　
　
　

　 

自
立
支
援
事
業

日
常
生
活 

　
　
　

　 

自
立
支
援
事
業

展示室の様子。手前は壷型土器。

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

サ
ロ
ン
北
方  

体操を行うサロン北方の皆さん

は

に

わ

ま
が
た
ま
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み
さ
を
さ
ん
は
、
足
腰
を
痛

め
て
か
ら
は
農
作
業
を
や
め
て

野
菜
づ
く
り
と
花
の
栽
培
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　
玄
関
の
前
に
は
鉢
植
え
の
ゼ

ラ
ニ
ュ
ー
ム
の
花
が
、
色
と
り

ど
り
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。
現

在
は
、
息
子
さ
ん
ご
夫
婦
と
３

人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
戦
争
中
は
、
家
族
３
人
で
日

立
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、

戦
禍
の
中
、
長
男
を
背
負
い
ご

主
人
と
３
人
で
上
圷
に
戻
り
ま

し
た
。
み
さ
を
さ
ん
が
36
歳
の

時
に
ご
主
人
が
亡
く
な
り
、
残

さ
れ
た
３
人
の
子
供
を
育
て
る

た
め
、
一
人
で
万
能
や
鍬
で
田

畑
を
耕
作
し
頑
張
り
ま
し
た
。

　
息
子
さ
ん
ご
夫
婦
も
や
さ
し

く
、
み
さ
を
さ
ん
の
健
康
状
態

も
良
好
で
す
が
、
定
期
的
に
病

院
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
３
人
の
息
子
さ
ん

に
支
え
ら
れ
幸
せ
で
す
。「
こ
れ

か
ら
も
体
に
気
を
つ
け
元
気
に

過
ご
し
た
い
」と
の
事
で
し
た
。

益
々
の
ご
長
寿
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
は
、
町

内
の
自
宅
や
指
定
場
所
か
ら
目

的
地
ま
で
乗
合
に
て
送
迎
し
て

い
ま
す
。

◆
運
行
日
・
運
行
時
間

・
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

　
平
日
運
行
で
す
。
土
・
日
祝

　
日
年
末
年
始
は
運
休
と
な
り

　
ま
す
。

・
朝
８
時
か
ら
夕
方
４
時
ま
で

　
一
時
間
に
一
便
運
行
し
ま
す
。

◆
利
用
料
金

・
一
乗
車
に
つ
き
300
円
で
す
。

・
割
引
き
料
金
は
150
円
で
す
。

※
割
引
き
対
象
者
は
、障
害
者
、

要
支
援
・
要
介
護
者
及
び
助
者

（
一
名
ま
で
）で
す
。

◆
利
用
す
る
た
め
に
は

・
事
前
に
登
録
す
る
必
要
が
あ

　
り
ま
す
。登
録
は
無
料
で
す
。

　
社
協
窓
口
や
電
話
等
で
受
付

　
し
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

 
城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
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今
年
も 

秋 

が
や
っ
て
来
た
。

太
陽
が
西
に
傾
い
た
頃
、
冷
た

さ
を
感
じ
る
柔
ら
か
な
風
に
誘

わ
れ
て
久
し
ぶ
り
に
散
歩
に
出

掛
け
る
。
畦
道
で
立
ち
止
ま
り

山
の
方
を
見
る
と
夕
日
に
染
ま

っ
た
茜
雲
、
な
ぜ
か
懐
か
し
さ

と
ほ
ん
の
少
し
の
寂
し
さ
を
覚

え
る
。
ふ
と
気
が
つ
け
ば
静
寂

の
な
か
、
一
軒
の
家
の
庭
か
ら

一
筋
の
煙
。
細
く
高
く
の
ぼ
っ

て
い
く
。こ
の 

秋 

の
感
じ
っ
て

何
な
ん
だ
ろ
う
？

　
さ
つ
き
さ
ん
は
、
大
正
12
年

生
ま
れ
92
歳
に
な
り
ま
す
。

　
し
ゃ
き
っ
と
し
た
姿
勢
と
語

り
口
は
若
々
し
く
、
年
齢
を
感

じ
さ
せ
ま
せ
ん
。

　
広
い
敷
地
の
庭
先
の
畑
に
は

丹
精
込
め
ら
れ
た
、
季
節
の
野

菜
が
作
付
け
し
て
あ
り
ま
す
。

　
朝
食
は
手
作
り
の
煮
物
と
野

菜
の
和
え
物
、
乳
製
品
を
用
意

し
ま
す
。
夕
食
は
鶏
肉
を
使
っ

た
料
理
が
多
い
と
の
事
で
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活

が
健
康
の
源
か
と
思
い
ま
す
。

　
生
け
花
で
は
、
池
の
坊
の
師

範
の
資
格
を
持
ち
、
19
歳
の
頃

か
ら
各
地
域
の
教
室
で
指
導
を

続
け
た
そ
う
で
す
。

　
ア
キ
レ
ス
腱
の
怪
我
で
左
足

を
痛
め
ま
し
た
が
、
８
年
前
に

シ
ル
バ
ー
体
操
の
「
サ
ロ
ン
な

か
さ
ん
会
」
に
入
会
し
体
操
を

し
て
い
ま
す
。
月
２
回
の
体
操

で
痛
み
も
和
ら
ぎ
、
庭
の
草
取

り
も
出
来
る
様
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　
明
る
く
優
し
い
気
配
り
の
あ

る
さ
つ
き
さ
ん
の
家
に
は
、
お

友
達
が
集
ま
り
そ
う
で
す
。

30

40

41

●
福
祉
・
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
福
祉
・
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
敬
老
会
・
金
婚
式
式
典

●
き
ら
っ
と
生
き
る

●
つ
く
し
の
四
季

●
サ
ロ
ン
北
方

●
共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力
に
つ
い
て

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

●
し
ろ
さ
と

●
わ
が
町
の
さ
わ
や
か
元
気
さ
ん

●
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
ご
案
内

●
目
次
・
編
集
後
記 目

　
　
次

大
越
み
さ
を 

さ
ん  

96
歳

上  圷

桐
原
さ
つ
き 
さ
ん  

92
歳

那珂西

あ
か
ね

あ
ぜ


